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1　 はじめに

　本稿 は、ッ ォ ン カバ ・
ロ サ ン タクパ （Tsong　kha　pa　Blo　bzang　grags　pa，1357− 1419）に よっ

て 著された 『密意解明』 （dBu　ma 　la　’jEu8　pa　
’i　rgンa　cher 　bshadpa　dGongs　pa　rab 　gsal）にお ける

菩薩の 修道階梯の
一
側面を確認す るもの で ある 。

　 『密意解明』 は、チャ ン ドラキール テ ィ （Candrakl
’
ni，

　ca．600−650）の 主著 「入中論』 （Mad −

hyamakavatara ）に対 する註釈書で ある。

「入中論』 の構成は 、

『十地経』 （D α颪αわん距η証 α々∫距∫厂α〉

に お い て説 かれた菩薩の 修道階梯 に基づ き、各章が十地の それ ぞれに 対応 して い る。こ の こ と

は 、

『入中論』 が 中観思想の 立場か ら 、 菩薩の修道体系を確立 しよ うとした論書で ある こ とを示

して い る 。 そ して 、 言 うまで もな く 『入 中論』 の注釈書で あ る 『密意解明』 も同じ構成を取っ

て 著されて い る。

　本稿で は、その 「密意解明』 の菩薩階梯を検討す る際に 、第六地か ら第八地 の 菩薩地 の 展開

に お い て 重要 となる
「滅尽定 」 の 詳細を明らか にす る ことを主題 とする 。 滅尽定 とは 、 初期仏

教の 伝統で は、四禅定 ・四無色定の 上 にあ る最高位の禅定で あ る とされ、それ らを ま とめて九

次第定 とい う。そ して 、『十地経』 は菩薩 の修道階梯 を描 く際に、こ の 初期仏教以来 の禅 定の

枠組みで あ る九次第定 を十地の 中に取 り入 れて い る 。
こ の こ とは 、 菩薩が第三地 にお い て四禅

定 ・四無色定を体得す る と説か れ、滅尽定に関して 、「順々 に 〔禅定 に入 り〕第九番目の 〔禅定

で ある〕滅尽 〔定〕に入定する 。 〔そうすれば 、 〕あれ これ うご く心の 働 きも、 流動する分別 も

消え うせ る
ω

」 と述べ られて い るこ とか ら確認で きる。 また 、

「十地経』 の 菩薩階梯に お ける

滅尽定は、第七地の 記述に お い て 「第六の 菩薩地 に お い て 、菩薩は滅 に入定す る（Z＞
」 と示 され

て い る
（3）

。 この記述か ら、 滅尽定は菩薩が第六地で体得する禅定 として設定されて い る こ とが

理解で きる 。 しか し、 『十地経 』 で 説かれて い る滅尽定は、あ くまで も修道プ ロ セ ス にお ける

禅定 として のみ説かれてお り、それ以上の記述 を見 出す こ とはで きない 。

　
一

方、チ ャ ン ドラキ ール テ ィは 、『入中論 』 にお い て 、上述 した 「十地経』 の 禅定論の 枠

組み一 菩薩 は第三 地で 四禅定 ・
四無色定 を体得 し、 第六地 に おい て 滅尽定 を得 る

一 をそ

の まま踏襲 して い る 。 そ の 中で も滅尽定が 、第六地 にお い て 人法二 無我に対する微細な考察

（＊vicara ）の 後 に得 られ、第七地 で刹那 ご とに入定する仕方 を経 て、第八地で 出定する とい う

流れを もつ （4》
。 さ らに、チ ャ ン ドラキール ティ は滅尽定を真如 （＊tathati）・実際 （＊bhOtakoti）

に 入定する こ とと定義する
 

。 しか しなが ら 、

『入 中論』 で は 滅尽定 に つ い て の 記述が 少ない

ため、菩薩階梯にお ける滅尽定の 具体的位置づ けや、具体的意味内容を完全に解明す るこ とが
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で きない
。

　それに 対 して
『密意解明』 で は、その 滅尽定が 「帰謬派独 自の 滅尽 定 （

’
gog　pa　la　snyoms 　par

’jug　pa　thun 　mong 　ma 　yin　pa）」 と注釈され 、 第六地か ら第八地の 菩薩階梯が 、滅尽定を中心 に

描かれて い る こ とを確認する こ とがで きる。Klein （1994）は 、 この 『密意解明』 第六章 にお い

て 述べ られる 「独 自の 滅尽定」 に関して論じ、
「自性空性 」 を対象とす る等至 （mnyam 　bzhag＞

で ある と述べ て い る 。 そして さらに、こ の 「独 自の 滅尽定」 は帰謬派の み におい て説かれ、他

宗が説 く滅尽定 よ り勝れて い ると定義する （Klein　1994，37）。 しか しなが ら、　Klein（1994）で

は、菩薩階梯の段階と共に 滅尽定の 展開を検討す る こ とはな されて い ない 。

　そこ で 本稿で は 、 第六地 か ら第八地の 菩薩地の 記述を段階的に検討す る こ とか ら、『密意解

明 』 における滅尽定 の重要性、具体 的意味 内容を明確に し 、 併せ て
、 各菩薩地と滅尽定 との 関

係性を明 らか に して ゆ きた い
。 なお 、 結論を先取 りするな らば 、

『密意解明 』 に お ける
「滅尽

定 」 は単 なる禅定の
一

段階で は な く、菩薩が到達す べ き真実 を意味 内容 として い る 。 そ して 、

そ の真実に対す る菩薩の有様が 、 第 六地か ら第八地の 各菩薩地 にお い て移 り変わ っ て ゆ くこ と

が確認で きる。こ の こ とを以下の検討にお い て明 らか に して ゆ きた い 。

2　 『密意解明』 の菩薩階梯における滅尽定

2．1　 第六地 （現前地）

一 菩薩は縁起 を見る ことか ら 「独 自の滅尽定」 を得る一

・『入 中論』 第六地

現前 （＊abhimu   a ）〔地〕に 等至 して い る心に住 し、等覚者の 法 を現前に し、これ を縁 と

　して 生ずる とい う真実 を見 る彼 （菩薩）は、般若 〔波羅蜜〕に住す る こ と に よっ て 、滅を

得 るで あろう 
。 （VI．1）

　以上の よ うに 、智慧の 光に よ り光明が明 る くな り、 自らの 手の 中に ある ア ーマ ラカ の よう

　に 、 これ ら三 有は残 りな くは じめか ら生 じるこ とが ない と証得 した彼 （菩薩）が、言説諦

　の 力によ っ て滅 に至 る
（7）

。 （VL224 ）

　第六地 は 、 チャ ン ドラキール テ ィ に よっ て 、菩薩が 修行道 を歩み仏陀 となる上で、要 とな る

菩薩地 として 設定されて い る。それ ゆえ、第六章は 、

『入 中論』
・『密意解明』 共に全体の六割

を越 える比率 をもっ て 著されて い る。そして ッ ォ ン カ バ は 、
こ の 第六地に お い て 菩薩が得る徳

性を 『密意解明』 第六章の 冒頭で以下の ように述べ て い る。

sa　lnga　par　bsam 　gtan　gyi　phar　phyin　yongs　su （dag　pa　thob　pas　1　sa 　drug　pa　rrmgon 　du　phyogs

pa　ste　gyur　par　mnyarn 　par　bzhag　pa
’i　sems 　phul　du　byung　ba　la　gnas　te！de　la　brten　nas 　rten

cing
’
brel　par

’
byung　ba　rkyen 　nyid

’di　pa　tsam 　gyi　zab 　mo
’i　de　kho　na 　nyid 　mIhong 　ba

’i

byang　sems 　sa　drug　pa　la　gnas　pas　ni　／　shes　rab 　kyi　pha　rol　tu　phyin　pa　phul　du　byung 　ba　la

gnas　pas
’
gog　pa　thob　par

’

gyur　gyi　1　de’i　snga 　rol 　sa 　lnga　pa　sogs 　su 　ni
’

gog　pa　thob 　pa　min
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te！sher 　phyin　phul　du　byung　ba’i　lhag　pa　med 　pa
’i　phyir　te！（GR ，小川 1988，9．7− 13；Z

63a4−6
，
K72a6 −b2

，
P63b7 −64a2）

第五地にお い て清浄な る禅定波羅蜜を得た の で 、 第六現前地 （mngon 　du　phyogs　pa）、 す

なわ ち 、 現前 （mngon 　du　gyur　pa）〔地〕に等至 して い る最勝なる心 に住 し、 それに依 り

て 、「縁起 」 すなわち 「此縁性の み」 とい う甚深 な る真実を見 る第六地に住す る菩薩は、般

若波羅蜜の 最勝性に住する こ とに よ っ て、「滅」 を得る の で あるが 、 それ よ り以前の第五

〔地〕な どに おい て は 「滅 」 を得 る こ とは ない
。 般 若波羅蜜の 最勝性が勝れて い ない か ら

で ある。

　こ こ か ら確認され る こ とは、まず第六地の 菩薩の 修習対象が 縁起 （此縁性の み）で あ り、 そ

の修習 は第五地で菩薩が獲得 した禅定波羅蜜 （8）と第六地 に至 っ て 菩薩が獲得する般若波羅蜜に

依るとい うこ とで ある  。また、その 縁起 に対する考察か ら 「滅尽定」 を得 るこ とが 、 第六地

の菩薩の最終目的 とされ る 。

　上記の 記述は 、 お お よそチャ ン ドラキール ティに従 っ た解釈で あるが 、 ツ ォ ン カ バ は 、 さら

に 一
歩踏み込んで 、 禅定波羅蜜 と般若波羅蜜 を 「止 」 と 「

観」 とに 対応 させ る解釈 を提示 して

い る。

zhi 　gnas　ji　tsam 　khyad　zhugs 　pa　tsam 　gyis　lhag　mthong 　de　tsam 　du　khyad　zhugs 　par　
’

gyur　la

！sa　lnga　par　bsam 　gtan　gyi　phar　phyin　phul　du　byung 　ba　thob 　pas！de　la　brten　nas ’dir　sher

phyin　phul　du　byung 　ba　yin　no 〃 de’iphyir’gog　Pa　la　snyoms 　par
’
jug　pa　thun　mong 　ma 　yin

pa
’
（li　nas ’

thob 　pa　yin　no ！1 （G 】R
， 小川 1988

，
10．13− 16；Z63b4 −5

，
　K 　73al−2

，
　P　64b7− 8）

止にす ぐれて 悟入すればす るほ ど、 観に もす ぐれて 悟入す る こ とに なるの で ある。〔だか

ら、 〕第五 地に お い て 、 禅定波羅蜜の 最勝性を得た こ とに よ っ て 、 それ に拠 りて 、
こ こ （第

六地〉で、般若波羅蜜の 最勝性を 〔得 る〕の で あ る。それゆえに、〔帰謬派〕独自の滅尽

定が こ こ （第六地）から得 られ るので あ る 。

　以上 の ように、ツ ォ ン カバ におい て は、第五地で 獲得 され る禅定波羅蜜が 止 （zhi 　gnas）、

第六地で 得 られ る般 若波羅蜜が観 （lhag　mthong ） となる。ツ ォ ン カバ は、『密意解 明 』 の 他

の箇所 で も 「
〔十地の 中で〕第五地 と第六地の次第に よ っ て 、禅定 〔波羅蜜〕の 自体で あ る止

（zhi 　gnas）に拠 りて 、二 無我の 真実 をそれぞれ理解する般若 〔波羅蜜〕に よっ て 考察するこ と

（dpyod　pa）とい う観 （lhag　mthong ）を修習す る こ とをお説きになっ た（ゆ
」 と述べ て い る 。

こ

の こ とか ら、止観 に対応 させ る仕方で 『入 中論』 の第五地か ら第六地の 構成を とらえて い るこ

とが理解で きる。

　以上 の こ とか ら、 第六地の 菩薩の 修習対象で あ り、 第六地の記述の大 半を占め る 、 人法二 無

我 を考察す る こ とか ら縁起 を体得す る次第 は、す べ て 観の 修習に包摂され る とい える 。 そ し

て、ツ ォ ン カバ は 、禅定波羅蜜で あ る止 と般若波羅蜜で あ る観の 修習か ら得 られる定を 「〔帰

謬派〕独自の滅尽定 （
’

gog　pa　la　snyoms 　par　
’jug　pa　thun　mong 　ma 　yin　pa）

（且且）
」 と位置づけるの

であ る。 そ して 、以上の ように滅尽定を得 るこ とが第六地 の 菩薩の 最終目的 として設定され る
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た め、ツ ォ ン カ バ は第六章の 結びに お い て第六地の 菩薩の 徳性 を以下の よ うに提示 して い る 。

sngar 　bshad　pa
’
i　rnam 　pa　de　ltar　rnam 　par　dpyad　pa　las　byung　ba

’i　blo　gros　kyi
’

od 　zer 　gyis

de　kho　na 　nyid 　mthong 　ba　la　gegs　byed　pa
’i　mun 　pa　

’joms　pa
’
i　snang 　ba　gsal　bar　byas　pa

’i

byang　sems 　rang 　gi　lag　na 　gnas　pa
’i　skyu 　ru　ra　rlon 　pa

’i ’bras　bu　bzhin　du　1　srid 　pa　gsum 　po
’
di　dag　ma 　lus　pa　gdod　ma 　nas　rang 　bzhin　gyis　skye 　ba　med 　par　mngon 　sum 　du　rtogs　pa　de

yang　ni ！tha　snyad 　pa　kun　rdzob 　bden　pa
’i　stobs 　kyis　te　kun　rdzob 　tu

’
gog　Par

’
gro　ba　ste　de

la　snyoms 　par
’jug　go　1 （GR ，小川 1988，335．17−336．3；Z241b6 −242a2，　K 　261b4−262al，　P

245b7−246a2）

上述 した以上の ような相を考察す る こ とか ら生 じた智慧 の 光 に より、真実を見る こ とを覆

う闇を破 る光明が 明る くなっ た菩薩で あ り、自らの 手の 中に ある新鮮なア
ー

マ ラカ の果実

と同様に、これ ら三 有は残 りな くは じめか ら自性に よ っ て 生 じる こ とが な い と現前に証得

する彼 （菩薩）が 、言説 、
つ まり、 世俗諦の力 に よっ て 、すなわ ち 、 世俗にお い て滅を得

る。すなわ ち、そこ （滅）に入定する。

　 「上述 した以上 の ような相 」 とは、ッ ォ ン カバ の 言葉で表現 す るな らば 「甚深 なる縁起を理

解す るため の 真実 」 で あ り（12）、それは第六章 で 綿密に示 され た人 法二 無我の議論を指 して い

る。すなわち 、

『密意解明』 に お ける第六地 は 、菩薩が その ような縁起を考察す る こ とか ら、 自

性に より生じる こ とが ない とい う無自性を証得し、
「滅 」 に入定す る とい うプロ セ ス を もつ 。

2．2　 第七地 （遠行地）

一 菩薩は刹那 こと に滅 に入定 し出定する一

・『入 中論』 第七 地

　〔菩薩は〕こ の 遠行 〔地〕にお い て は 、 刹那 、 刹那に お い て 、滅 に入定 し、方便波羅蜜が よ

　く燃 え盛 る こ とを得 る（t3）。（VII．1abc）

　菩薩は
、 第七地にお い て 方便波羅蜜に対する善巧を得る とされ る 。 そ して 、第七 地で は、第

六地で 得た滅尽定へ の 入定 の 仕方が よ り高度な入定の 仕方へ と変化する 。 こ の こ とが 『入 中

論 』 で は 「刹那、刹那に お い て 滅 に入定する」 と表現され る 。 対 して 、 ツ ォ ン カバ は以下の よ

うに述べ る 。

sa 　bdun　pa　ring　du　song 　ba ’dir　ni ／sa　drug　Par　thob 　pa
’i ’

gog　Pa　de　la　skad 　cig　dang！skad

cig 　ste　skad 　c三g　re　re　la　byang　sems ’di　snyoms 　par
’jug　par ’

gyur　te　！
’

gog　pa　Ia
’jug　pa　ni

yang　dag　Pa
’
i　mtha

’1a　snyoms 　par
’jug　Pa　yin　pas！de　bzhin　nyid 　la

’
gog　Pa　zhes 岡 od 　de　1

’
phags　pa

’i　mnyam 　gzhag　gi　skabs 　su　de　bzhin　nyid
’dir　gnyis　snang 　gi　spros 　pa　thams 　cad

’

gog　par
’

gyur　ba，i　phyir　ro 〃 （GR ，
　Z　242b3 −4

，
　K 　262b2 −4

，
　P　246b3−5）

こ の第七遠行地 におい て は 、 第六地にお い て得た か の滅に 刹那刹那、すなわ ち 、 それぞれ

の 刹那に お い てか の菩薩 は入定す るの で ある。 滅に入定する とは
、 実際 に 入定す る こ とで
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ある。それゆえ、翼如を滅 と説 い た。聖者の 等至の 折に、その 真如にお い て 、す べ て の 二

顕現の戯論を滅する こ とに なるか らで あ る 。

　こ の記述か ら第七地 の菩薩は 、 滅尽定 に
一

瞬ごとに入 り、 出る 、 とい う能力を得て い る こ とが

理解で きる 。 そ して 、 当該箇所で は、滅尽定（
’
gog　pa　la　snyoms 　par　

’jug　pa；
＊nirodhasamapatti ）の

滅 （
’
gog　pa；

＊
nirodha ）が 、 真如 （de　bzhin　nyid ；

＊tathata）、 実際 （yang　dag　pa
’imtha’

；
＊bhtitakori）

と言い 換え られて い る。こ の 真如 ・実際 とい う換言 は、チャ ン ドラキール テ ィ に従 っ て い る

〔t4）
。 さ らに ツ ォ ン カバ は、その 境地を等至の ときに、真如にお い て 、主観的な現れ も客観的な

現れ もない 戯論寂滅 の境地 に 入 る こ とで あ る と示す立場を とる（15＞
。

こ の 滅尽定の 滅が 真如 ・

実際 ・戯論寂滅 と表現され る こ とか ら、ツ ォ ン カバ にお ける滅尽定が真実 ・空性を現前に証得

する禅定で ある こ とが 理解で きる 。

　また
、

「十地経』 で は 、 第七地 の 菩薩が 声聞 ・独覚を 自らの 「智の 力 」 に よっ て 凌 駕す ると

説かれて い る（16）。チャ ン ドラキール テ ィ もこ の
『
十地経』 の解釈を受 け継い で お り、

「般若 に

よ っ て打ち負か す（17）
」 と表現す る。 こ の場合、声聞 ・独覚を打倒する般若 とは、第六地で 縁起

を考察 した般若波羅蜜 に他な らない
。

つ ま り、 チ ャ ン ドラキ
ー

ル テ ィ は 、 第六地の 菩薩にお い

て 善巧 とな る般若波羅蜜を重要視 し、『十地経』 の説 く声聞 ・独覚を凌駕する 「智」 に関 して

縁起を考察 （＊ vicdra ）する般若波羅蜜の 智 と解釈 して い た こ とを うかが わせ る 。

　これに対 して 、ッ ォ ン カバ は
、 声聞 ・独覚 も菩薩 と同じ よ うに真実 ・空性を現前 に証得する

智が ある と主張す るため 、

『十地経』 が 説 く 「
こ の 第七菩薩地に住す る菩薩は、自らの 対象を

知 る こ との 広大さ に住 して い る の で 、すべ て の 声聞 ・独覚の 所作を超越 して い る の で あ る
（18）

」

とい う
一

節を 「自らの 対象を知 る こ との 広大 さ に住 して い るので 、 とい うこ とは 、 滅 、 すなわ

ち 、 実際を知 る こ との 広大さ で ある（19）
」 と解釈す る 。

つ まり、菩薩は 自らの 対象で あ る
「滅 ・

実際」 を知る仕方が秀逸 とな るこ と、その ような智の あ り方 に おい て、声聞 ・独覚を凌駕す る

の で ある
 

。 こ の 点に 関して は以 下の 記述 か らも確認で きる 。

’di　la　de　kho　na 　nyid 　kyi　rtogs 　pa
’
i　steng　nas　khyad　par　gzhag　dgos　par　snang 　ngo ！！de　yang

yang　dag　pa
’i　mtha ’i　de　kho　na 　nyid 　la　’jug　ldang　gi　sgo 　nas 　yin　te　1　sa　bdun　pa

’i　skabs 　su

’

chad 　pa　ltar　sems 　kyi　skad 　cig 　re　re　la’

gog　Pa　yang　dag　mtha
’ la’jug　ldang　byed　pa　sa　’di

nas 　nus 　la！sa
’
og 　mar 　mi 　nus 　par　gsungs　pa　yin　no 〃 （GR ，　Z　25b6−26al，K29b6 −30a2，　P

26a4− 5；Hopkins　1980，148．19−25）

こ こ に真実の 証得 とい う点で 、〔声聞 ・独覚 と七地以上の 菩薩 との 〕違 い を設定 する必要

が あると思われ る 。 それ も実際 とい う真実に入定 し、 出定す る とい う点か らで あ る。第七

地の 章にお い て 説明 したように
、 それぞれの 心の刹那 に滅すなわち実際に入定 し、出定す

る こ とは こ の地 （遠行地）か ら可能で あっ て 、下位 の地におい て はで きない とお説 きにな

られた （2D 。

　この よ うに 、 第七地の 菩薩が声聞 ・独覚 を凌駕する理 由を滅 へ の入定の仕方 を通 して設定す

るこ とは、心 と真実 とが水 に水 をあわ せ た よ うに
一

味で ある滅尽定の 状態か ら、刹那 ご とに入
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定 と出定 を繰 り返す こ とが 非常に 困難 な こ と とし て 考えられて い るか らで ある（22）。声聞 ・独

覚た ち で あれば 、 真実を現前に 証得で きた こ との み で 満足 して 滅に と どま り続けるが、第七地

の菩薩は 、 寂静な る滅尽定 に長 く入定 して い ようとはせ ずに、刹那ごとに 出定する 。
こ の 点 に

ッ ォ ン カバ は、第七地以上の 菩薩の 優位性を描き出して い る
（23）

。

2．3　 第八地 （不動地）

一 菩薩は諸仏によ っ て滅か ら起こされ る一

・『入中論』 第八地

何度も何度も、以前の善根 よりも勝れ たもの を得 るた め に 、 不退転 とな る こ の不動地に か

　の 大士 （菩薩）は 、 入 る
c24）。彼 （菩薩）の 願 〔波羅蜜〕は極め て清浄 に な り、勝者たちが

　〔菩薩を〕滅か ら起き上が らせ る
（25）

。 （VIH ．1d−2）

　こ の偈が 示す よ うに
、 第八地 の 菩薩は不退転 とな り、願波羅蜜を得 る。そ して 、チャ ン ドラ

キール テ ィ は、第八地の菩薩が 、第六地で 得た滅 に 入定 して い る と諸仏に よ っ て 、 そ の 禅定 の

状態か ら起 こ され る 、 と示 して い る。 こ の こ と に対 して ツ ォ ン カ バ は 、次の よ うに述べ る。

sa　mi 　g−yo　bar　’

gog　pa　chos 　nyid 　la　zhugs 　pa　na ！rgyal 　ba　rnams 　kyis　’

gog　pa　la　zhugs 　pa　de

las　slong　bar　yang　mdzad 　de ！（GR ，　Z　244a3−4，　K　264a3−4 ，　P　248a2−3）

不動地にお い て滅 、 すなわち、法性に入定 した ときに 、 勝者たちは滅 に 入定 して い るそ こ

か ら 〔菩薩を〕起 き上が らせ る 。

　当該箇所で は滅が法性 （＊dhammata）と言い 換え られ 、 諸仏が そ こ に 入定 し て い る菩薩を起

こ す有様が説か れる 。
こ の諸仏が 、第八地で 菩薩を禅定の 中か ら起 こす所以 は、第八地の 菩薩

は、極ま っ た滅尽定に入 定す るため、この位が最終到達地点で ある と考え、出定せずに般涅槃

して しまう可能性が非常 に高 い か らで ある （26｝。しか しなが ら、菩薩 は滅 ・実際に入定 する こ

とにお い て真実の 証得を得て 、解脱の 境地 に安住する こ とが で きた として も、有情は さ まざま

な煩悩に没落 して 苦 しんで い る 。 そ の こ とに 目をむけさせ 、途切れ る こ となき利他行 を遂行 さ

せ るた め諸仏が菩薩を滅尽定か ら起こ すの で ある 。

　さらに、第八地の 記述に見 られ る ッ ォ ン カ バ の 独 自性は、滅尽定が無分別智 と結びつ く形で

示され る点に ある 。 ッ ォ ン カバ が依拠す るチ ャ ン ドラキ
ール テ ィ は

、 無分別智とい うターム を

積極的に用 い るこ とは ない が 、ッ ォ ン カ バ は空性 を現前に証得す る三昧智を無分別智として 理

解 して い る 。
つ ま り、 真如 ・実際を現前 に す る滅尽定 も無分別智 が生 じた状態 とし て 示 され

る。その こ とを表 して い る の が以下の
一

節で ある 。

de　dag　gis　ni　sa　brgyad　par　rnam 　par　mi　rtog　pa
’i　ye　shes 　la　dbang　sgyur 　thob　nas ！de　tsam 　la

mnyam 　par　bzhag　pa　na ！de　las　bslangs　nas 　sangs 　rgyas 　kyi　stobs 　la　sogs 　pa　thob 　pa
’i　rgyur

rj・・th・b　t・ t・h・9・g・・9　P・ 【・ b・k・1・hi・g　1 （GR ，
　Z　244b〔レ245・2

，
　K　265・1−2，　P　248b5−7）

彼ら （菩薩）は 、 第八地にお い て無分別智に っ い て の 自在 を得 て 、それの みに入定 して い

一38一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Japanese Association for Tibetan Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoclat 二lon 　for 　工 lbetan 　St二udles

一 ッ ォ ン カ バ 著 『密意解明 』 に お け る菩薩 の 修道階梯一一

る とき、 そ こ か ら出定 して 、仏の 〔十〕力な どを得る因と して 、 後得 〔智〕に お い て 資糧

を集積する こ とを 〔諸仏が 〕勧め る e

　こ こで示されて い る よ うに 、 ッ ォ ン カバ は第八地の菩薩が無分別智を自在に操れ る力を得て

い る と定義す る。上記の
一

節か ら、滅尽定の 具体的内容が無分別智 に よ っ て法性 ・真実 を現前

にす る禅定で あ る とい うこ とが 理解で き る 。 しか し、
こ の無分別智 は声聞 ・独覚に よっ て も得

られ る とい うのが ッ ォ ン カバ の立場で あるか ら、菩薩が 仏になるため に は、後得智にお け る有

情へ の 菩薩行が重要なこ ととな る
（27）

。 そ こで 、 先 に も確認 した ように、滅尽 定か らの 出定 と

い うこ とが 重要 とされ るの で ある。そ して 、滅か ら出定 した菩薩の 有様は次 の よ うに表現 さ

れる 。

gang　gi　phyir　sa　brgyad　pa
’dir　rgyal　ba　rnams 　kyis

’
gog　pa　las　slong　ba　de

’i　phyir　sa
’dir！

chags 　pa　med 　pa
’ib且o　ste　ye　shes 　ni　chags 　sogs 　nyon 　mongs 　pa

’i　skyon 　mams 　dag　dang　lhan

cig 　tu　mi 　gnas　pa
’i　phyir　／　sa　brgyad　pa　la　ni　rnam 　par　mi 　rtog　pa

’i　ye　shes 　kyi　nyi 　ma 　shar

bas　1　mun 　pa　lta　bu
’i　dri　ma 　ste　nyon 　mongs 　pa　sngar 　byung　ba

’khQr　bar　skye 　ba’i　rgyur 　gyur

ba1　khams　gsum 　na 　spyod 　pa　de　dag　thams 　cad 　kyang　rtsa　ba　ste　sa　bOn　dang　bcas　pa　nye 　bar

zhi 　ba　ste　spangs 　par　
’

gyur　zhing 　1 （G】R，　Z　245a24 ，　K　265a3−5，　P　248b8 −249a3 ）

こ の 第八地におい て勝者た ちが 〔菩薩を〕滅か ら起き上が らせ るゆ えに 、 それ ゆえに 、
こ

の 地 にお い て 、 無執着の智 、 すなわち、智慧が 貪な どの 煩悩の 諸過失 と共に住 して い ない

か ら、第八地にお い て は、無分別智の 太陽が現れた こ とによる暗闇の ように、垢、すなわ

ち、 過去に生 じ 、 輪廻の 生存の 因 とな っ た、三 界繋の それ らもろもろ の 煩悩すべ て も、 根

本、 すなわ ち 、 種子 を伴 っ た もの を寂静にす る、すなわ ち、断じる こ とになる 。

　こ の 記述か ら無分別智に自在を得て滅尽定 に入定 して い た菩薩が、滅尽定か ら出定した とき

に 、 その 無分別智に よっ て すべ て の 煩悩 を種子 ご と断じ た と理解で きる 。 すなわ ち、 菩薩階梯

を順 に制す る中で もまだ断 じられて い なか っ た倶生 の 煩悩の 種子が第八地で 断じ られ た の で あ

る（28）
。 しか しなが ら、煩悩 の 尽きた こ の 第八地の段階で は 、 菩薩は諸仏の あ らゆ る徳性を得

終わ っ て は い ない
。 それゆえ菩薩に は、第八地以降の 菩薩地に お けるさ らなる精進が求め られ

る の で ある
（29）

。

3　まとめ

　以上 、 ツ ォ ン カバ が 「密意解明』第六章で
「独 自の 滅尽定 （

’

gog　pa　la　snyoms 　par
’jug　pa　thun

mong 　ma 　yin　pa）」 と述べ た滅尽定を第六地か ら第八 地の展開の 中で確認 した 。
こ の節で はそ

れを総括 しつ つ 、「密意解明 』 にお ける滅尽定の具体的な意味内容を確認 した い 。

　まず、『密意解明 』 にお ける滅尽定の 展開を確認す る と、菩薩は 、 第六地 におい て禅定波羅

蜜 （止） と般若波羅蜜 （観）に よ り縁起を考察 （＊viciira）す る。そ して 、その 考察か らあ らゆ

る存在が 無 自性で あ る とい うこ とを証得 して 、 独 自の滅尽定を得 る とされ る 。 第七地 にお い て
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は、刹那 ご とに滅へ 入定と出定を繰 り返すこ とが 可能 とな り、そ の よ うな菩薩 自身の 対象で あ

る滅へ の 入 定 の 仕方が 広大に なる こ と に よ っ て 声聞 ・独覚を凌駕す る 。

一
方、第八 地 に お い て

菩薩は 、滅尽定 の 中で無分別智 に つ い て の 自在 を得 る。そ して 、菩薩が そ の よ うな極ま っ た滅

尽定に入定 して い る と 、 仏陀に よ っ て滅か ら起 こ され 、 有情へ の さ らな る菩薩行の 必要性が 示

され る。 ゆえに 、 菩薩は第八地で 般涅槃する こ とな く、 第九地 、 第十地 と菩薩道 を歩み仏地を

目指すの で ある 。

　そ して 、
こ こ までの確認か ら明 らかで あ るように 、『密意解明』 にお い て は、滅尽定 （

’

gog　pa

la　snyoms 　par　
’jug　pa）とい う術語の 中で、滅 （

’

gog　pa）の 語に主 眼が置かれて い る。 とい うよ

りも、む しろ滅 の み が独立 して述べ られて い る用例が大多数 を占める。そ して、その 「滅」 が

真如 （de　bzhin　nyid ）・法性 （chos 　nyid ）・実際 （yang　dag　pa
’i　mtha ’

）・真実 （de　kho　na 　nyid ）と

言 い 換え られ 、 それ らに入 定す る 、 ある い は 出定す る 、 とい うように 表現され る 。 また 、 ツ ォ

ン カバ は、聖者が こ の ような真実 を禅定の 中で 証得する仕方を 、

「現前 に （mngon 　sum 　du）」 と

表現す る 。 すなわち 、 禅定の 中で 法性 ・真如 を直接 に理解す るの で ある 。 さ らに 、 滅が 法性 ・

真如 と換言され るて い るこ とか ら、滅は空性を意味する とい える 。 この こ とか ら、『密意解明 』

におけ る滅尽定は 単 に禅定 の 一段階で ある とい うこ との み ならず 、 菩薩が 体得す べ き真理 その

も の が あらわ されて い る とい えよ う。

　それゆえ、ツ ォ ン カ バ にお い て、こ の 厂滅 」 とは滅諦の 滅で ある とも言い得 る。ツ ォ ン カ バ

は 『密意解明』 第五 章に お い て 「滅諦の みが 勝義諦で あ る
（30＞

」 とい うチ ャ ン ドラキール テ ィ の

主張を受 けて、帰謬派で は滅 を現前 に証得するこ とは無漏なる三 昧智に よ っ て 、真実 を証得す

る こ と に よ り成就 され る と示 して い る
（31）

。 さらに滅諦 は 法性 と同義 で ある と い う立場を とる

〔32）。こ の よ うな表現 は今まで 検討 して きた滅尽定の 滅 の 境地 とま っ た く同 じで ある。 こ の こ

とか らも、 ツ ォ ン カ バ の理解する滅尽定は
、 滅諦 と同義で ある と解釈する こ とが で きる 。

つ ま

り、滅諦で あ り、 法性 ・真如で あ る菩薩の 証得すべ き真実を禅定 とい う形で表 した の が 、ツ ォ

ン カ バ の言う 「独 自の滅尽定」 なので ある。

　以上 によ っ て 、 そ の よ うな滅尽定の獲得 と入出を中心 に 『密意解明』 の 第六地か ら第八地の

菩薩階梯が構成され て い る こ とを確認し得た 。

略号表

K

DBhS

GR

D

MA

bKra　shis 　lhun　po　edition ．

D α血 肋 π而   ∫痂 毋 ．In梵文 『大方広仏華厳経十地品 」 D詬 α肋 励 面 槻 即 πδ  ル【α 肋 y6 ηα5配 厂σ配 ．

Ed．　R．　KondO．　Daijy6　BukkyO　Keny6−Kai．　Tbkyo， 1936．

Tsong　kha　pa　Blo　bza皿99rags　pa （1357− 1419）．　dBu　ma 　la　7疏8ρα 了rgya 　cher 　bshad　pa　dgongs

pa　rab 　gsal．　Z ：　Tohoku　No．5408；P ：Otani　No．6143；K ：The　CoUected　Works　of 】Tsong 　kha 　pa　

’blo

bzang　grags　pa 　
’
i　dpal．　Vol．24．　New 　De且hi，1979．

Tibetan　Tripilaka　sDe 　dge　edition ．

Candrakird．　 Madhyatnaktivata
−
rabhtisy．　 a ．　 In　Madhy 硼 毋 緬 v磁 毋 ραr σ砌 ゴ厂α嬾 ，　Traduction
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MA 丁

P

RA

Z

Tibe
’
taine．　Ed ．　Louis　de　la　Val16e　Poussin．　Bibliotheca　Buddhica 　IX．　St．　P6tersbourg，1907− 1912．

（repL 　Osnabnick，　1970；］r｛）kyq 　l977）．D3862 ，　P　5263．

Jay珈 anda ．　Madhyamakeivatarap
−
kd．　D 　3870，　P　5271．

Tibetan　Tdpi婁aka ，　Peking　edidon ．

Nag爾 una ．　R σ鰄 vσ蹴 In　1腋 9δ加 na 　
’
s 　Ratna−va 　b−　Vel．　1　T7ie　Basic　Texts（Sanskr”，万betan，　Chinese）

Ed．　Michae田 aln．　Indica　et　Tibetica　1．Indica　et 　Tibetica　Verlag．　Bonn，1982．

Zhol　edition．

文献表

de　La　Vall6e　Poussin，　L．

　 1907 ’‘Madhyamakavatara，　IntrOductien　au 　Traitξ　du　milieu 　de　1’　Acarya　Candrakirti，　avec 　le　commen −

　　　　　 taire　de　1’

auter，　traduit　d
’

aprds 　la　version 　tib6ta孟ne2
’h θMustion．　n．sL　VbLV ］］［1，　PP．249−317．

　 1910　
“MadhyamakAvat互ra，　Introduction　au 　Trait6　du　milieu 　de　1

’
Ac劭ya　Candr曲 tl，　avec　le　Oommen −

　　　　　 taire　de　raute1〜traduit　d
’
apr色s　la　version 　tib6taine．”be　M μ∫40π．　n．＆ VbLXI，　PP．271−358．

Hopkins ，」．

　 1980　　Compassion　in　nbetan　Buddhism．　Snow　Lion，　New 　York．

Huntington，　C．　W

　 l989　　The　Empt加ε∬ ofEmptine ∬ ’ αη ‘η 鱒 ぬ α ’o η 如 εα rり鰯 fαπ 114記 1げα瞬 肋 ．　University　of 　Hawaii
　　　　　 Press，　Honolulu ．

Klein
，
　A ．　C．

　 1994　　Path　to　the　Mitldle： 0 π 冨’〃 δdhンamiha 　Philosophγ　in　Ti加 ∫．　State　Univelsity　of 　New 　YDrk　Press，
　　　　　 Albany．

荒牧　典俊

　 1974　
『
十地経 』 （『大乗仏典 』 第 8 巻）中央公論社 、 東京 。

小川　
一

乗

　 1976　 『空性思想の 研究』 文栄堂、京都。

　 1988　 「
空性思想 の 研究 H一 ツ ォ ン カ バ 造 『意趣善明』 第六章の テ キ ス トの 和訳一

」 文栄堂、
　　　　　 京都．

ツル テ ィ ム ・ケサ ン （白館　戒雲＞

　 1996　
「滅諦に関す るゲル ク派内における異見」

『大谷学報」 76−1、 pp．21−35。
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ツ ル テ ィ ム ・ケサ ン （白館 戒雲）・藤仲　孝司

2002 　 『ツ ォ ン カバ 　中観哲学の 研究 V 』 文栄堂、京都。

2003　 『ツ ォ ン カバ 　中観哲学 の 研究IV』 文栄堂 、 京都 。

福田　洋
一

2002　 「
ツ ォ ン カ バ に お け る縁起 と空 の 存在論

一
中観派不共 の 勝法 に つ い て

一
」 （http ：〃

　　　 tibet ．que ．ne ．jp／ar ⊂hive／dbuuna．pai」くhyad．chos ．pdf ）（初出誌 ：『とんぱ』 3、 出帆新

　　　 社、 1999、pp．42−93）。

20C　4　 「
ツ ォ ン カ バ の 中観思想に お け る二 つ の 二 諦説 」

『大谷学報』 83−1、　 pp．1−22。

松本　史朗

1981　 「
ッ ォ ン カバ の中観思想 につ い て J

『東洋学報 」 62−314、 pp．174−211。

注

（1） DBhS ，134．16−13S．1： anupiirve 卩a 　navama 叩 nirOdharp 　samEpannab ！sarvefijitamananisyarpdita −

　　vi  且PaPagato　bhavati　1 （荒牧 lg74，238．g＿10）

（2＞DBhS ，122。13− 15： vimukticarPdro 　bodhisattva　aha〃katarriarp　bho　jinaputra　bOdhisatrVabhtimim

　　up5daya 　bodhisattvo　nirodhaip 　sarn五padyate〃 vajragarbho 　bodhisattva　aha〃 Sa§虹甲 bho　jinapu−

　　tra　bodhisattvabhlimim　upadaya 　bodhisattvo　nirodharli 　sam 亘padyate　1　asyalp 　punab　saptamyatp 　bod−

　　hisattvabhGmau　pratiSthito　bodhisattva≦cittakSape 　cittak ξa4e 　nirodharp 　samapadyate 　ca 　vyutti §thate
　　ca　1 「解脱月菩薩が 言 う。

「
ああ、仏子 よ。菩薩は い か な る菩薩地 に お い て 、滅 に 入定す るの か。」

　　金剛蔵菩薩 は 答え る。「ああ、仏子 よ。第六 の 菩薩地 に お い て 、菩薩 は 滅 に 入定す る。ま た、こ

　　の 第七 の 菩薩地 に住 して い る菩薩は、刹那刹那に お い て 、 滅 に 入定 し、ま た、出定 す る 。 」 （荒牧

　　1974，222．13−223，4）

（3）　『十地経』 の 記述で は、菩薩が 第三 地で 体得す る徳性は、四禅定 ・四無色定 の みならず、四無量

　　心 ・五神通が記 されて い る。さらに、第四地に お い て 三十七菩提分法を修習し、第五地で は 四聖諦

　　へ の善巧 を得 る。 そ して、その 次 の 次第と して滅尽定は第六地 で 得 られ るの で あ る。

（4）龍樹が 『ラトナ
ーバ リ

ー
s 第五章第四十偈か ら第六十偈 （RA ．146−154）に お い て 示して い る菩薩

　　の 十地 で も、第六地 と第七地に滅尽定 の 記述がみ られ る。チ ャ ン ドラキ
ール テ ィ は 『入中論』 を

　　著すに あた り、こ の
『
ラ トナ

ーバ リ
ー

』 の記述を重要視 して い る とい え る。さ らに、ツ ォ ン カ バ い

　　た っ て は実際 に 『密意解明 』 の 中に引用 して 理証として 示 して い る。以下に そ の 滅尽定 の 記述 が

　　あ る偈頌 を提示す る。

　　爭a§肛 四 abhimuk 殖 ni  a　buddhadham1温bhimu  yatの 1

　　vipa ≦yan巨≦am5bhyas 加 niエodhav 誑ptipuSkalfi〃V．51〃

　　一
方、第六番 目の 〔菩薩地〕は現前 とい う名称 で ある。仏陀の 法に直面する ゆ え に 。 〔また、〕観 と

　　止を修習するか ら、 滅が得 られ 、 広大 とな る か らで あ る。

　　dhrarligarna　saptami 　tU　salpkhy 亘dhralPgamdnvayEt！

　　五padyate　nirodha 【p　ca　yasmad　asyarp 　k§ape　k§a ひe　1／　V．53 〃

　　一方、第七 〔地〕は遠行地 で ある 。 数 が は るか 遠 くに 至 っ て い る ゆ えに 。こ こ （遠行地）で 刹那刹

　　那に お い て、滅に入定す るか らで ある。
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　　　また、MAT に お い て ジ ャ ヤ ーナ ン ダ は 、 滅尽定を
一

貫 して
「空性を特徴 とする三昧」 と注釈 し

　　て い る。（eg ．　MAT ，
　P　375b3

，
　D 　312a3：

’
gog　par

’
jug　

’
gyur　zhing 　zhes 　bya　ba　ni　stong 　pa　nyid 　kyi

　　mtshan 　nyid 　kyi　ting　nge 　
’dzin且a’o 〃 ）

（5）MA ，342．17− 18，　P　385a5−6，　D　325bl：
’
gog　pa　la　snyoms 　par　

’jug　pa　ni　yang 　dag　pa
’i　mtha ’ 1a　snyoms

　　par
’
jug　pa　yin　pas　1　de　bzhin　nyid 　la　’gog　pa　zhes 　bij（〕d　de．「滅尽定と は

、 実際へ と入定す る こ とで

　　あるか ら、真如を滅 と述べ る。 」

（6）MA
，
73，2一5

，
　P　292a5−6

，
　D 　244a3−4：   g。n　du　phyogs　par　mnyam 　gzhag　sems 　gnas　te！／rdzogs 　pa

’i

　　 sangs 　rgyas 　chos 且a   gon　phyogs　s垣ng 〃
’di　rten　’byung　ba’i　de　nyid 　mthong 　ba　de〃 shes 　rab 　gn鏘

　　 pas
’
gog　pa

’thob （D 血ob ）par
’

gyur〃　（de　La　Vall6e　Poussin　1910，272．6−10）

（7）MA ，340．18−341．1，P385ad−4，
　D　324b6−7： de　ltar　blo　gros　zer 　gyis　snang 　ba　gsal　byas　pa〃 rang 　gi

　　 lag　na 　grias　pa
’i　skyu 　ru 　ra 　bzhin　du 〃 srid 　gsum

’di　dag　ma 　lus　gdod　nas 　skye 　med 　par〃 rtogs　de　tha

　　 snyad 　bden　pa
’i　stobs 　kyis’

gog　par
’

gro　1／

（8）GR ，　Z　61b4−6，　K　70b5−6，　P　62bl： sa 　lnga　pa　
’dir　phar　phyin　bcu

’i　nang 　nas 　bsam　gtan　gyi　phar　phyin

　　 nyid 　ches 且hag　par
’

gyur　Io ！1de且tar　bstan　pa　na　sbyin 　pa　nas 　brtson’grus　kyi　phar　phyin　bzhi　lhag

　　 par
’

gyur　ba　1　sngon 　nyid　nas 　thob　zin　par　shes　pas　1且hag　rna 　dmg 　gi　nang 　nas 　zhes 　shes 　par　
’
gyur　ro

　　 〃
「この 第五地に お い て十波羅蜜の 中で、禅定波羅蜜こ そが ますます勝れ る こ とに な る 。 この よう

　　 に 説 い た けれ ども、布施か ら精進まで の 四波羅蜜も勝れ て い る。〔これら四波羅蜜は〕以前 の 〔菩

　　 薩地〕に お い て得終わ っ た と知 られて い る。だ か ら、残 りの 六 〔波羅蜜〕の 中で 、 〔褝定波羅蜜 が

　　 ま す ま す勝れ る〕 と知ら れ る こ とに な る 。 」 （Hopkins　1980，227。30−228．4）

（9）チ ャ ン ドラキール テ ィーツ ォ ン カバ は十波羅蜜を十地 に配 当する。こ の考え方は、『十地経』 の初

　　 期 の 漢訳経典 に お い て は 確認す る こ とが で き な い （荒牧 1974，374 ；n ，2）。

（10）GR ，　Z　3a6−b1，　K 　3a1−2．　P　3b7−8； sa 且nga 　pa　dang　drug　pa
’i　go　rirn　gyis　bsarn　gtan　gyi　ngo 　bO　zhi

　　 gnas　la　brten　nas 　1　bdag　rned 　pa　gnyis　kyi　de　kho　na　nyid 　la　so　sor 　rtog　pa
’i　shes 　rab 　kyis　dpyod　pa

’i

　　 lhag　mthong 　sgom 　pa　rnams 　gsungs　so 〃 （Hopkins　1980，　98．33−37）

（1D 　
「独自の 滅尽 定」 （

’
gog　pa　la　snyoms 　par　

’
jug　pa　thun　mong 　ma 　yin　pa）に お ける 「独 自の （thun

　　 mong 　ma 　yin　pa）」 とい う形容を
「帰謬派独自の J と理解すぺ きで あ る とい う点 に 関 して は、ツル

　　 テ ィ ム ・
ケサ ン 教授より、ご教示い た だ い た 。 Klein （1994）で も同じ解釈がなされて い る 。 また 、

　　
『密意解明』 に お い て、滅尽定に対して 「独自の （thun　mong 　ma 　yin　pa）」 とい う形容がなされ て

　　 い る の は こ の
一

ヶ 所 の み で あ る。

（12）ツ ォ ン カバ は、『密意解明』 第六章の科文を次 の ように 述べ て い る。

sa　dnig　pa　mngon 　du　gyur　pa　bshad　pa　la　bzhi　／　sa
’i　nges 　tshig　dang　sher 　phyin　lhag　par　bstan　pa　1

shes 　rab 　kyi　phar　phyin　gyi　bsngags　pa ／zab 　mo 　rten　
’byung　gzigs　pa

’i　de　kho　na 　nyid 　bshad　pa！　sa
’i

yon　tan 　bljod　pa
’i　sgo 　nas 　mjug 　bsdu　ba’o 〃 （GR ， 小川 1988，9．2−5；Z 　63a3−21，　K　72a5−6，　P　63b6−7）

「第六現前地 として説かれる中に四節がある。〔第一に〕地の語義解釈と般若波羅蜜をさ らに勝れ

て示す こ と。〔第二 に〕般若波羅蜜の 称賛。〔第三 に〕甚深なる縁起を理解するた め の真実を説 くこ

と
。 〔第四 に 〕地 の 徳性を述べ る とい う点 か ら結論 とす る こ と。」 （GR ， 小川 1988

，
92−5；Z63a3 −4

，

K72a5 −6，　P　63b6−7）こ の 中 、

「甚深な る縁起を理解す るため の真実を説 くこ と」 が 第六章の 大半

を占める。そ こ におい て 、法無我を 『中論』 第
一

章第
一

偈におい て示される四不生 に基づ い て証明

する こ と。 また 、 人無我を五種ある い は七種の考察 （dpyod　pa；＊vicdra ） に よっ て証明す るこ とが

なされ て い る 。 また 、 その議論の間で 二 諦説や 、 唯識批判等が展開 され るが、ッ ォ ン カバ はそれら

をすべ て 「縁起 を理解す る ため の真実 を説 くこ と」 と理解 して い る。

（13）MA ，342ユ416 ，　P　385a5，D325a7 −325b1 ： ring 　du　song 　ba （P　ba’i）’dhコ i　skad 　cig 　dang〃 skad 　cig
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　　 1a　ni ’
gog　Par

’
jug

’
gyur　zhing ！！thabs　kyi　pha　rol　phyin　legs

’bar　ba　thob　11

（14）注（5）参照。

（15）滅尽定の境地は 「〔主客〕二顕現の戯論の 止滅」 と説明され るが、ツ ォ ン カバ は 、

「正覚 して い ない

　　 聖者たち は 所知障の 無明を 断じて い ない 。そ れ ゆ え、後得 の 顕現 を有する思惟 と、等至にお い て

　　 無顕現 に な る こ と と の 移 り変 わ りが あ る （GR ，小川 1988，91．7−9，Z108a3 “ L，Kl21a2 ，P　108a6−7：

　　 sangs 　ma 　rgyas 　pa
’i ’

phags　pa　mams 　kyis　ni 　shes 　sgrib 　kyi　ma 　rig　pa　ma 　spangs 　pas　f　Iles　thob　kyi

　　 snang 　bcas　kyi　rtog　pa　dang　1　mnyam 　gzhag　tu　snang 　med 　du　
’
gyur　ba

’i　res 　
’
jog　yod　la　1）」 と述 べ て

　　 い るた め、等至 に お い て 主客観 の 現れ の な い 対境を 有 した と して も、後得に お い て は 顕現 す る 対

　　 境が生じる。

（16）DBhS，122」−6 （荒牧 1974，　221．8−222．1）参照。

（17）MA ，342．1，P385bl −2，　D　325a5：shes 　rab 　kyis　pham 　par　byed　do 〃

（18）DBhS
，
1225 −6 ： asyarp 　tu　saptamyar ！i　bodhisattvabhfimau　sthito　bodhisattvall　svaviSayaj 而琶tlavige爭a−−

　　 m …ihatm頻 vasthitat嘔 t　sarva ‘ravakapratyekabuddha   yam 　atikr洫 to　bhavati　1 （荒牧 1974，22n5 −

　　 222，1＞

（19）GR
，
　Z　25a3−4

，
　K 　29a2

，
　P　25a8 −bl ；blo

’i　stobs ’
chad 　pa　na 　rang 　gi　yul　shes 　pa

’i　che 　ba　la　gnas　pas！

　　 zhes 　pa　ni　byung　sems 　rang 　gi　yul　
’

gog　pa　yang 　dag　pa
’i　mtha ’

shes 　pa
’i　che 　ba’o 〃

「〔『十地経』 に

　　 お い て 〕智 の 力が説明された時 に 「自 らの 対象 を知 る こ との 広大 さ に 住 して い る の で コ とい うこ

　　 とは 、菩薩自らの 対象で あ る、滅、すなわち、実際を知る こ との 広大性 で ある。」 （Hopkins　1980，

　　 146．25−31）

（20）こ の菩薩 と声聞 ・独覚の差を ど こ に設定する か とい うこ とに関して は
、

『入中論』 第
一

章第八偈 に

　　 対す る注釈に お い て議論さ れ て い る。

（21） 当該箇所 は ッ ォ ン カ バ の 師で ある レ ン ダー
ワ （Red　mda

’ ba　gZhon 　nu 　blo　gros，1349−1412）が

　　 dBu 　ma 　la ’
jug　pa　

’i　rnam 　bshtui　De 　kho 　na 　nyid 　gsal　ba ”∫g 尠 η 脚 の 第七 地 の 注釈に お い て 述 べ て

　　 い るこ と に従 っ て い る （ツ ル テ ィ ム ・藤仲 2002
，
46；2003b，242）。

（22）GR ，　Z　26a1−3，　K　30a2−3，　P　26a6L7： mos 　spyod 　du　sems 　dang　de　kho　na　nyid 　gnyis　ro 　gcig　tu　ma

　　 song 　ba’i　stong 　nyid 　kyi　ting　nge 　
’dzin　la　dus　thung　ngur

’jug　Idang　byed　pa　mi 　dka’

yang ！sems 　dang

　　 de　kho　na 　nyid 　gnyis　chu 　la　chu 　bzhag　pa　bzhin　du　song 　ba’i’phags　pa
’i　skabs 　su ノ

’jug　ldang　gi　tshu且

　　 de・shin ・tu・dka’ba’i　phyir　To　／ノ
「

信解行 〔地〕 に おい て 心 と真実の 二 っ が 一味に な っ て い な い 空性

　　 の 三昧に短い 時間、入定 し、出定する こ と は難 しくない けれ ども、心 と真実の 二 つ が水 に 水を置

　　 い た よ うに なっ た 聖者 の 位 に お い て 、〔空性 の 三 昧に〕入 定し、出定す る そ の 仕方 は非常 に難 し い

　　 か らである。」 （Hopkins　1980， 148．25−32）

（23）ケ
ードゥプジ ェ （mKhas 　grub　ije　dGe 　legs　dpal　bzang　po，1385− 1438）も sTong 　thun　chen 　mo に お

　　 い て、こ の 刹那、刹那に滅に 入定する仕方に よっ て 、第七地 の 菩薩は声聞や独 覚に打ち勝つ こ と

　　 が可能に なると示して い る （ッ ル テ ィ ム ・藤仲 2003b，76−77）。

（24）MA ，343．15− 17，　P　385b3，　D　325b5−6：yang 　yang　sngar 　dge　las　lhag　thob　bya’i　phyir〃 gang　du　phyir

　　 mi　ldog　pa　nyid 　
’
gyur　ba　11　mi 　g−yo　de　la　bdag 　nyid 　che 　de　’jug　1

（25）MA ，344．16−17，　P　385b8−386a1，D326a3 ；
’di　yi　smon 　lam　shin 　tu　dag　’gyur　zhing 〃 rgyal 　ba　mams

　　 kyis（P　kyi） ’

gog　las　slong 　bar　mdzad 〃

（26）こ の こ とは以下の 『十地経』 か らの 引用をも っ て 示される。

　　 DBhS ，137．4−5：te　ced 　buddhA　bhagavantas　tarp　bodhisattvam　evaip 　sarvaj 　fiajfidn互bhinirhdramukhe5u

　　 navatdrayeyus 　tad　ev 五sya 　parinirvdnaip　bhavet　sarvasatrvakaryapratiprasrabdhi ≦　ca　／
「も し、か の仏陀
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一 ツ ォ ン カ バ 著 『密意解明』 に おける菩薩の 修道階梯一一

　　 世尊たちが、か の菩薩を、こ の様に す べ て を知 る智慧が 顕れ出る門に悟入 させ な い な らば 、 彼は、

　　 またた くまに、般涅槃 して しまうだろう。また、す べ ての有情の た めに為すべ き利益 も放棄 して

　　 しまうだろ う。」 （荒牧 1974，244．16−245．3）

（27）GR ，　Z　245a1−2，　K 　265a2−3，　P　248b7−8： chos 　nyid 　mngon 　sum 　du　rtogs 　pa
’i　mi 　rtog 　ye　shes 　nyan

　　 rang 　gis　kyang
’
thob　par　gsungs　pas ！de  o　na 頭 d　kyi腔ogs 　pa　yod　na　tshogsgzhan 　gsog　pa　Ia　7bad

　　 pa　mi 　dgQs　kyi　／　de　nyid 　la　goms 　pas　chog 　go　zhes 　pa　ni　mi　mkhas 　pa
’i　bab　col　du　smra 　ba’

o 　／
「
〔ある

　　 人が 〕『法性を現前に証得する無分別智は 声聞 ・独覚に よっ て も得られ る と説か れ た の で、真実 の

　　 証得が あるな らば、他 の 資糧 を集積す る こ とに 対す る努力 は 必要 な い か ら、 真実 を修習す る だけ

　　 で十分である』 とい うの は、巧みで な くばかげた こ とで あると述べ る。」

（28）ツ ォ ン カバ は、有染汚 の 無明 を煩悩障 で あ る と考え、菩薩が そ の 煩悩障を完全 に断 じ る こ とが 可

　　 能 なの は第八地 で ある とい う立場を取る。 この こ と に関して は松本 （1981，
194−195）参照。

（29）Z245a4 −6，　K　265a5−7，　P　249a3−5： dc 且tar　nyon 　mongs 　pa　thams　cad 　zad 　cing 　sa　gsum　ste   ams

　　 gsum　gyi　bla　mar 　gyur　kyang！byang　sems
’dis　nyen 　mongs 　zad 　pa

’i　gnas　skabs 　der／　sangs 　rgyas

　　 mams 　kyi　ni 　yon　tan　gyi
’byor　pa　mkha

’1tar　mtha ’dang　bral　ba　ma 　lus　pa　
’
thob　par　nus 　pa　ma 　yin

　　 pas／de　thob　par　bya　ba’i　phyir　sa　brgyad　pa　ba　
’dis　bsgrim　par　bya　dgos　so 〃 「以上 の ように すべ て

　　 の煩悩が尽き、三地、すなわち、三 界 の 師になっ た として も、か の 菩薩は煩悩が尽 きた こ の 位 に お

　　 い て は、虚空 の ご と き、 〔二 〕辺を離れた諸仏の徳性の財宝 をあます とこ ろ な く得る こ とが で き る

　　 の ではない
。 それゆえ 、 それを得るために、この第八地 に い る彼 （菩薩）は精進すべ きで ある 。」

（30＞MA
，
7L3 −5，

　P　291a8−bl，D243a7 −bl： de　la　sdug 　bsngal　dang　kun　
’byung　dang　lam　gyi　bden　pa　ni

　　 kun　rdzob 　kyi　bden 　pa
’ikhongs 　su　gtogs　so　11

’
gog　pa

’i　bden　pa　ni　don　dam 　pa
’i　bden　pa

’i　rang 　gi

　　 ngo 　bo’

o 〃
「
こ の 〔四聖諦の〕中で 苦 ・集 ・道 とい う諦が世俗諦 の 中に 属す る。滅諦は勝義諦 を自

　　 体 とす る 。 」 （de　La　vall6e　Poussin　1907
，
　3　13．25−27）

（31）GR ，　Z　62a6−b　1，K71bl −2，　P　63a2−4 ：　rang 　lugs　la　
’
gog　pa　mngon 　sum 　du　shes　pa　mnyam 　gzhag　zag

　　 med 　kyi　ye　shes 　kyis〃 de　kho　na 　nyid 　kyi　don　rtogs　pa
’i　steng 　nas 　bsgrubs　pas　1

’
gog　bden　kun　rdzob

　　 kyi　bden　pa　yin　na　rnam 　bzhag　de　dag　gtan　mi 　rung 　zhing 　1 厂自宗 （帰謬論証派）に お い て は滅 を現

　　 前 に 知 る こ とは、無漏な る 三 昧智に よ っ て 、真実の 意味を証得す る こ と に基づ い て 証明 される。

　　 それ ゆえ、滅諦が世俗諦で ある ならば、こ れ らの 学説が まっ た く不合理で ある。」 （Hopkins 　1980，

　　 2295− 10；ツ ル テ ィ ム 1996，24．4−7）

（32）Z63al −2，　K　72a34 ，　P　63b3−4：　chos 　can 　khyad　par　can 　la　ni 　chos 　nyid 　kyang　dag　pa　phyogs 　gcig　pa

　　 ts跏 gyis　mi 　chog 鎮1r鋤 g   g　gi　skabs 　kyi　glo　b肛 gyi 面 mas 　ky  g　dag　pa　re 　dgos　la　de　nyid 　la

　　
’

gog　bden 　zer 　ba　yin　no 〃
「特定 の 有法 に お い て は 法性 とい えども清浄な る面 ひ とつ の み で は 不

　　 十分 で あ り、それぞれ の 段階で の 偶発的な垢か らもそれぞれ清浄で あるとい う 〔面〕も必要であ

　　 り、ま さ に その 〔ような法性〕を滅諦と言 うの で ある。」 （Hopkins　l980，230．14−18；ツ ル テ ィ ム

　　 1996，25．1−4；n ．12）こ の ように、ッ ォ ン カバ は滅諦は法性 と同義で あ る とす る 。

一
方 、 ツ ル テ ィ

　　 ム （1996＞が指摘するように 、 滅諦を法性 ・真如 ・空性の 同義語と定義す る こ とに 関して は 、 ゲ

　　 ル ク派内で も意見 は
一

致 して い な い
。 異見を主張す る者 とし て は、パ ン チェ ン

・ソ ナ ム ・
タ クパ

　　 （Pang　chen 　bSod　nams 　grags　pa，
1478−1554）が い る。彼に よ る と滅諦は勝義諦で は ある が、法性 ・

　　 真如 ・空性 で あ る とは い えな い と さ れ る．
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